
成果 課題

　

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
教材開発や研究を進め、発
達や時期に応じた環境構成
の工夫の実施

幼児の実態に合わせ
た指導の工夫や指導
計画の見直しをする B B B

実態に合わせた教材の工夫や援
助を行うことで、幼児の遊びの
充実や意欲を育てることにつな
がった。

B

〇遊びや活動に主体的に取り組むこ
とで自分の力を発揮し、自己肯定感
を育むことができた。
●指導計画の見直しが不足した。

B

幼稚園で入り、たくさんできる
こと、自分で考えることが増え
とても嬉しい。

幼児が主体的に遊びに取
り組む環境構成や教材研
究のさらなる工夫と指導
計画の改善に取り組む。

日々絵本や紙芝居に触れる
毎学期のお話会の実施

絵本や紙芝居、パネ
ルシアター等の活動
を毎日取り入れる B B B

幼児の実態に応じた教材を選ん
でいる。お話会も喜んで参加し
ている。 B

〇時期や発達に応じた絵本に出
会い、絵本や物語に触れる楽し
さを味わえた。お話会に期待を
もつ幼児が多かった。

B

絵本に親しむ中で、自分から見
たり読んだりする意欲がでてき
た。

絵本の教材研究、新しい
絵本や紙芝居の購入をす
る。

幼児が意欲的に体を動かす
ための教材の工夫や多様な
運動遊びの充実

園内研修を通して学
びを深め、実態に応
じた指導を実践する B B B

講師による研修を今後計画して
いく。

B

○環境構成を工夫し、意欲的に
運動遊びに取り組めた。
●新たな運動遊びの教材研究が
足りなかった。

B

広い園庭で体を動かして楽しく
遊ぶことができて満足してい
る。

教材研究を進めたり外部
の講師による指導を受け
たりして指導力向上を図
る。

給食や野菜の栽培、収穫、
会食

給食指導や野菜の会
食を通して残食を減
らし、食への関心を
高める

B B B

給食や園で育てた野菜の収穫、
会食を通して、いろいろな食材
を食べる経験につながり、食へ
の関心が広がった。

B

○給食や収穫した野菜の会食を
通して食への関心が高まった。
●偏食の幼児が多く、指導の難
しさがある。

B

給食や園での会食の経験で、初
めて見る食べ物でも少し食べて
みることができるようになっ
た。

給食や会食を通して食べ
る楽しさや大切さについ
て引き続き指導する。

幼児の特性や発達に応じた
保育・支援の充実

教材や表示物等の有
効活用や環境を改善
する C B C

個々の幼児の状況に応じた対応
が難しいことがある。

C

○教職員が連携し個々に合わせた援助
や視覚的教材の工夫等を実践した。
●多様化する幼児の支援の難しさがあ
る。 B

担任だけではなく園の先生全員
で園児一人一人をよく見て見
守っていることを感じる。

個々の実態に応じた教材
の提示など職員で情報共
有し指導力向上につなげ
る。

幼児の実態に合わせた介助
員との連携
専門家チーム、療育機関と
の内容の共有

教員と介助員の間で
毎日情報共有を行い
指導力を向上させる B B B

専門家チーム、療育機関との連
携を通して幼児の特性を理解し
園全体での支援を要する幼児へ
の指導力向上につながった。

C

○専門家チームや療育機関のアドバイス
を受けた支援を実践にいかせた。
●療育機関と指導内容の共有や共通確認
の難しさがある。 B

特になし 療育機関との情報共有や
指導内容の連携を図る。

降園時や面談などの個別相
談やSSWとの連携

保護者に寄り添った
家庭支援に配慮し対
応力を高める B B B 

SSWの存在は保護者にとっての
安心につながっている。

B

〇担任、管理職、ＳＳＷ等が連
携し保護者の相談を受け止めた
り支援をしたりした。 B

特になし SSWや療育機関、健サポ
等と連携し、保護者支援
を図る。

欠席児への連絡や家庭状況
を配慮した個別対応の実施

家事都合による欠席
児の減少を目指す

B B B 

家庭状況を把握し、個別対応を
行っている。改善はされたが、
対応の継続は必要である。 B

〇欠席が多い幼児の保護者に個
別に声をかけ、家庭状況を把握
したり園生活の大切さを伝える
ことで改善された。

B

欠席の時に気にかけて連絡をく
ださることに感謝している。

欠席状況の把握、家庭へ
の連絡を常に行い、欠席
日数の減少を目指す。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)
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学校教育目標
心も体も健康な船堀の子どもを育てるために次の目標を設定する。・元気な子ども（健康な心と体を育
てる）・明るい子ども（自発性や主体性を育てる）・考える子ども（思考力や創造力を育てる）・思い
やりのある子ども（社会性や豊かな心を育てる）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

〇足育・心育・遊育・食育・共育を目指す幼稚園
〇心も体も健康な子ども
〇質の高い幼児教育を実践し、自ら学び続け、教員力を高める努力をする教師

前年度までの本校の
現状

〇多様な幼児の実態に合わせた環境や教材の工夫、運動遊びを実施でき、幼児の意欲的な
　活動につながった。

・幼児の思考力を育て、遊びの質の向上を目指す。
・教育活動への理解促進のため、さらに発信する。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

〇思考力を育む遊びの
工夫

〇絵本に親しむ活動の
推進

〇体を動かす遊びの充
実

〇食育の推進

学
力
の
向
上

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇特別支援教育の推進

〇介助員や専門家チー
ム、療育機関との連携

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇教育相談の充実

〇不登校の対策



幼児の活動や教育内容を
HPやビデオ参観等の発信

保護者や地域へ幼稚
園教育の意義の理解
を図る c B c

より理解が深まる発信の内容を
工夫していく

B

〇参観やビデオ参観を通して幼
児が活動に取り組む姿や教育内
容の意義を発信することができ
た。

B

参観やビデオ参観は日々の幼児
の様子がよく見えてとても良
い。

参観やビデオ参観の周知
と保護者の参加の増加を
目指す。

地域の未就園児を対象に見
学会やオンラインによる説
明会の実施

年５回実施し充実し
た教育内容の周知を
行う B B B

SNSや公共機関へのポスター配
布、掲示から説明会の周知が広
がった。オンライン説明会から
園を知った方もいる。

B

〇年５回の見学会やオンライン
による実施、ポスター掲示など
により周知が広がった。 C

特になし 見学説明会の情報を近隣
の子育て支援施設、公共
施設等に広く周知する。

０～３歳児の親子を対象に
遊びの場を提供したり子育
て相談の実施

教育内容のスキル
アップと参加人数の
増加を目指す B B B

登録人数の減少への対策を講じ
ていく。

B

〇未就園児の幼児と保護者が
ゆったりと遊べる場の提供、発
達に合わせた親子遊びの提供を
することができた。

C

未就園児保育のこと等、もっと
区内に周知した方がいい。

子育て支援施設や公共施
設等に親子広場あいあい
のポスターの配布数を増
やす

靴の履き方や足指体操等の
指導、足育の動画の配信

週１回足育朝の会の
指導の工夫や親子足
育教室での保護者へ
の啓発を行う

B B B

親子ふれあいの日、親子足育教
室を通して、幼児保護者共に足
育への関心を高められた。継続
した指導は必要である。

B

〇足育朝の会や親子足育教室で幼児、
保護者の足育への関心が高められた。
●保護者に継続した啓発活動が難し
い。 B

足育はとても大切であることを
教えてもらった。朝の会も楽し
く参加できている。

日々の保育の中の足育活
動の更なる推進と保護者
への発信の工夫を図る。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇足育指導の推進

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇HPやビデオ参観等に
よる教育内容の発信

〇見学説明会の実施

〇未就園児保育の実施


